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大
田
市
長
久
町
に
主
力
拠
点

の
島
根
工
場
を
置
く
帝
人
コ
ー

ド
レ
㈱
。
帝
人
グ
ル
ー
プ
の
企

業
と
し
て
高
機
能
の
人
工
皮
革

を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

帝
人
コ
ー
ド
レ
製
の
人
工
皮

革
は
、
主
に
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の

大
手
ブ
ラ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
に
供

給
さ
れ
ま
す
。
供
給
さ
れ
た
人

工
皮
革
は
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
シ
ュ
ー
ズ

や
ボ
ー
ル
の
素
材
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
帝
人
コ
ー
ド
レ
は
、

天
然
皮
革
で
は
出
せ
な
い
高
い

機
能
性
を
付
加
し
た
人
工
皮
革

の
開
発
に
日
々
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
自
動
車

の
ハ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
な
ど
に
も

力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

帝
人
㈱
と
㈱
ニ
ト
リ
は
昨
年

か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
事
業
で
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
お
り
、
帝
人
コ
ー

ド
レ
製
の
人
工
皮
革
「
タ
フ

ガ
ー
ド
」
を
ベ
ー
ス
に
改
良
を

加
え
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
昨
シ
ー

ズ
ン
に
売
り
出
し
ま
し
た
。

　
「
タ
フ
ガ
ー
ド
」
を
ベ
ー
ス

に
し
た
ラ
ン
ド
セ
ル
用
素
材

は
、
擦
れ
や
破
れ
に
強
く
、
丈

夫
で
軽
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
可
能

に
し
、
話
題
を
集
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
モ
デ
ル
は
さ
ら
に

改
良
が
進
め
ら
れ
、
耐
久
性
と

防
水
性
は
そ
の
ま
ま
に
10
％
の

軽
量
化
を
実
現
し
た
「
タ
フ

ガ
ー
ド
ラ
イ
ト
」
を
本
体
や
肩

ひ
も
に
採
用
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
汗
を
か
い
て
蒸
れ
や
す

い
背
当
て
部
分
に
は
、
通
気
性

に
優
れ
た
人
工
皮
革
「
エ
ア

リ
ー
」
を
使
っ
た
ほ
か
、
Ａ
４

フ
ァ
イ
ル
も
楽
に
入
れ
ら
れ
る

よ
う
収
納
力
も
向
上
し
ま
し
た
。

　

帝
人
と
ニ
ト
リ
は
新
「
機
能

商
品
」
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
活
か
し
た
商
品
開
発
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
開
発

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
一
弾

と
し
て
発
売
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
帝
人
コ
ー
ド
レ
は

次
な
る
商
品
の
共
同
開
発
を
進

め
る
こ
と
に
意
欲
的
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
は
、
例
え
ば

サ
ッ
カ
ー
や
野
球
の
シ
ュ
ー
ズ

は
、
世
界
の
一
流
選
手
が
履
い

て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
は

公
式
試
合
球
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
子
高
校
生
の
通
学

靴
と
し
て
定
番
の
「
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ

Ｔ
Ａ
」
の
ロ
ー
フ
ァ
ー
（
革
靴
）

の
人
工
皮
革
も
供
給
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
自
動
車
の
ハ
ン
ド

ル
カ
バ
ー
や
鞄
、
雑
貨
な
ど
、

そ
の
用
途
は
幅
広
く
、
身
近
な

製
品
に
帝
人
コ
ー
ド
レ
製
の
人

工
皮
革
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

世界トップレベルの選手も
履いているスポーツシューズ

広大な敷地に約１５０人が働いている帝人コードレ㈱島根工場（大田市長久町）

ニトリと共同開発したランドセル「わんぱく組」

帝人から毎年提供されている
全国高校サッカー選手権大会の公式球

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

素
材
は
大
田
市
か
ら

更
な
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

ニ
ト
リ
と
提
携

高
機
能
ラ
ン
ド
セ
ル

帝
人
コ
ー
ド
レ
の
人
工
皮
革
で
軽
量
ラ
ン
ド
セ
ル

～
ニ
ト
リ
と
提
携
で
新
商
品
を
開
発
～

【
会
社
概
要
】

　

帝
人
コ
ー
ド
レ
㈱
島
根
工
場
で

製
造
さ
れ
て
い
る
の
は
、
見
た
目

や
質
感
が
限
り
な
く
天
然
の
皮
に

近
く
、
そ
れ
で
い
て
天
然
の
皮
に

は
な
い
軽
さ
・
丈
夫
さ
・
通
気
性

な
ど
の
機
能
を
持
た
せ
た
人
工
皮

革
で
す
。
同
社
製
の
人
工
皮
革

は
、
様
々
な
製
品
に
姿
を
変
え
て

私
達
の
身
近
な
所
で
役
立
っ
て
い

ま
す
。

【問】大田市役所産業企画課　☎0854-82-1600（内線240）
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モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞
と
は

大
学
や
公
的
研
究
機
関
と
民
間

企
業
が
連
携
し
て
行
う
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
工
夫
さ
れ
た
連

携
や
優
れ
た
技
術
内
容
に
対
し

て
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
島
根
大
学
・
介
護

老
人
保
健
施
設
も
く
も
く
（
出

雲
市
）
と
奥
出
雲
薔
薇
園
が
共

同
で
行
っ
た
「
認
知
症
高
齢
者

の
入
浴
ケ
ア
に
お
け
る『
さ
姫
』

ロ
ー
ズ
水
を
用
い
た
芳
香
療
法

の
有
用
性
の
研
究
」に
お
い
て
、

バ
ラ
の
香
り
が
も
た
ら
す
、
鎮

静
・
抗
不
安
作
用
に
つ
い
て
の

共
同
研
究
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
に
あ
た
り
、
強

い
芳
香
と
高
い
品
質
が
求
め
ら

れ
、
奥
出
雲
薔
薇
園
の
食
用
バ

ラ『
さ
姫
』か
ら
作
ら
れ
た
ロ
ー

ズ
水
が
研
究
資
材
と
し
て
、
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
『
さ
姫
』
は
長
年
の
造

園
業
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
香
り
高
い
バ
ラ
に
す

る
た
め
、
品
種
改
良
を
重
ね
て

造
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
バ
ラ
は
新
芽
が
出

る
頃
は
害
虫
が
つ
き
や
す
く
、

夏
の
暑
さ
に
も
弱
い
植
物
で
す

が
、『
さ
姫
』は
更
に
有
機
肥
料
・

無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
る
た
め
、

管
理
が
難
し
く
、
早
朝
か
ら
蕾つ

ぼ
み

や
花
の
状
態
を
確
認
し
、
手
作

業
で
病
害
虫
等
の
駆
除
を
行
っ

て
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

け
で
な
く
、
商
品
の
原
料
と
し

て
も
使
わ
れ
て
お
り
、
大
田
市

内
外
の
20
を
超
え
る
企
業
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
厳
選
さ
れ
た
原

材
料
を
使
っ
た
ヘ
ア
ケ
ア
商
品

や
化
粧
品
を
製
造
・
販
売
し
て

い
る
Ｂビ

ー
バ
イ
イ
ー

ｘ
Ｅ
（
東
京
青
山
）
か

ら
『
さ
姫
』
を
原
材
料
と
し
た

『
凛り

ん

恋れ
ん

（
ロ
ー
ズ
＆
ツ
バ
キ
）』

シ
ャ
ン
プ
ー
、
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
受
賞
し
た
研
究
を
生

か
し
た
芳
香
療
養
、
美
術
館
・

劇
場
で
の
演
出
素
材
、
化
学
物

質
を
使
わ
な
い
ペ
ッ
ト
用
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
商
品
、
と
様
々
な
分

野
へ
の
バ
ラ
の
活
用
を
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
湯
や
料
理
食
材
と
し

て
、
生
花
の
ま
ま
使
わ
れ
る
だ

安
心
安
全
な
バ
ラ

様
々
な
バ
ラ
関
連
商
品

モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞
、
特
別
賞
を
受
賞

㈲
奥
出
雲
薔
薇
園

　
大
田
市
長
久
町
で
食
用
バ
ラ
の
栽
培
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
㈲
奥

出
雲
薔ば

薇ら

園
が
「
第
7
回
モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞
」（
主
催
／
日
刊

工
業
新
聞
社
）
に
お
い
て
、
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

薔薇酒「薔薇姫」
1,750円

凛恋　ローズ & ツバキ
シャンプー／トリートメント

各1,943円

共同研究者と表彰を受ける
福間厚

あつし

社長（左）

【
会
社
概
要
】

　

㈱
大
田
緑
地
（
大
田
市
、
造

園
・
土
木
業
）
を
営
む
傍
ら
、
農

産
物
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
る
栽
培
の
研
究
開
発
を
行
っ
て

お
り
、
平
成
4
年
よ
り
バ
ラ
の
育

種
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

観
賞
用
の
バ
ラ
で
は
な
く
、「
使

う
為
の
バ
ラ
」
に
こ
だ
わ
り
、
香

り
や
色
、
バ
ラ
の
機
能
性
を
活
か

し
た
素
材
の
開
発
を
行
い
、
食

品
、
化
粧
品
、
医
療
分
野
な
ど
に

原
料
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。奥出雲薔薇園

フリーアクセス・ひかりワイド　0800-200-0844

福間社長のコメント
　バラの素材の持つ可能性を充分感
じさせる研究結果となった。
　今後も他業種との連携を図り、看
護・介護現場で入所者の心身のケア
や学習意欲の向上につながる取り組
みなど、新しいものにチャレンジし
ていきたい。

【問】大田市役所大田ブランド推進室　☎0854-82-1600（内線234）
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大
田
市
で
は
、
市
内
に
あ
る

ま
だ
使
え
る
空
き
家
を
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
な
ど
へ
の
定
住
対
策

に
活
用
す
る
た
め
、
平
成
21
年

度
に
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
約
60
物
件
が
成
約

に
至
り
、
１
５
０
名
を
超
え
る

み
な
さ
ん
が
大
田
市
へ
定
住
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
な
ど
が
「
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
に
登
録
し
て
い
る
空
き
家

を
、
定
住
を
目
的
と
し
て
改
修

す
る
場
合
に
、
改
修
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

加
藤
さ
ん
ご
一
家
は
、
こ
れ

ら
の
制
度
を
利
用
し
て
中
古
住

宅
を
購
入
。
平
成
23
年
12
月
、

名
古
屋
市
か
ら
大
田
市
波
根
町

へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

定住に関するご相談は　おおだ定住支援センター（市役所 まちづくり推進課内　☎0854-82-1600・内線211）

名
古
屋
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

加
藤
さ
ん
ご
一
家

大
田
市
空
き
家
バ
ン
ク
で
中
古
住
宅
を
購
入
！

空
き
家
改
修
事
業
を
活
用

建 築 年：昭和54年
宅地面積：約100坪
建物面積：約　50坪
購入費用：約600万円（土地込）
改修費用：約500万円
（浴室、洗面脱衣所、トイレ、内壁
などをリフォーム）

←男女別だったトイレを１つに
して広々とした空間に。手すり
も付け、高齢者も安心して利用
できる

↑
地
元
左
官
に
波
根
町
の
海
の
イ
メ
ー
ジ
で
仕
上
げ
て

も
ら
っ
た
漆
喰
の
壁
は
正
子
さ
ん
の
お
気
に
入
り

洗面脱衣所も明るく清潔な感じ
にリフォーム　　　　　　　→

⬅

⬅

↑浴室は少しスペースを広げて
システムバスに改修し快適に。
名古屋のショールームで購入。
浴室乾燥機があり、雨の日のお
洗濯も大丈夫
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定住に関するご相談は　おおだ定住支援センター（市役所 まちづくり推進課内　☎0854-82-1600・内線211）

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
田
市
空
き
家

改
修
事
業
補
助
金
を
受
け

て
、
浴
室
・
洗
面
所
・
ト
イ

レ
の
改
修
を
し
ま
し
た
。

　

大
田
で
暮
ら
し
始
め
、

懐
か
し
い
通
学
路
や
放
課

後
遊
ん
だ
公
園
を
歩
い
た

り
、
同
級
生
と
再
会
し
昔

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し

た
。ま
た
、
町
の
家
並
み

や
景
観
は
変
わ
っ
た
と
こ

　

高
校
を
卒
業
し
て
、
名
古

屋
で
看
護
師
と
し
て
働
き
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
34
年
間

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
将
来

に
備
え
て
親
と
の
同
居
を
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
息
子
の

「
島
根
で
暮
ら
そ
う
」の
言
葉

で
引
っ
越
し
を
決
め
ま
し
た
。

　

私
は
松
江
で
生
ま
れ
、
父

の
転
勤
で
大
田
へ
約
８
年
、

そ
し
て
、
高
２
の
時
に
祖
母

の
介
護
の
た
め
江
津
で
約
２

年
間
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

引
っ
越
し
先
を
決
め
る
に

あ
た
っ
て
、
私
が
学
童
期
を

暮
ら
し
た
大
田
の
町
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
家
を
探
し

始
め
、
大
田
市
定
住
サ
イ
ト

『
ど
が
ど
が
』
で
波
根
町
の

住
宅
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

名
古
屋
か
ら
の
引
っ
越
し

で
、
手
続
き
や
わ
か
ら
な
い

こ
と
な
ど
親
切
丁
寧
に
説
明

を
し
て
く
だ
さ
り
、
安
心
し

て
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で

ろ
も
あ
り
、
町
の
お
い
し
い

お
店
な
ど
の
新
し
い
情
報
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

波
根
の
家
は
、
前
に
住
ん

で
お
ら
れ
た
方
が
裏
庭
に
た

く
さ
ん
の
花
を
植
え
て
お
ら

れ
た
の
で
、
四
季
折
々
の
花

が
咲
き
ま
す
。
晴
れ
た
日
の

夜
に
は
満
天
の
星
空
を
あ
お

ぎ
、
海
か
ら
の
風
が
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
知
ら
せ
て
く

れ
ま
す
。こ
こ
で
は
、都
会
で

は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
自
然

が
、心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　

夏
に
は
波
根
町
の
エ
コ
・

ア
ド
・
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、

海
上
か
ら
自
然
の
神
秘
に
触

れ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。
長

年
の
月
日
を
経
て
、
波
で
作

ら
れ
た
と
い
う
い
く
つ
か
の

洞
窟
か
ら
は
自
然
の
力
の
す

ご
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

現
在
、
島
根
県
立
農
林
大

学
校
２
年
の
三
男
は
今
春
卒

業
し
、
地
元
の
牧
場
に
就
職

予
定
で
す
。
次
男
は
土
地
に

慣
れ
、
夢
を
か
な
え
る
た
め

の
仕
事
探
し
を
し
て
い
ま

す
。

　

私
自
身
は
、
名
古
屋
で

数
年
間
、
訪
問
看
護
師
と

し
て
在
宅
療
養
を
さ
れ
て

い
る
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

は
、
久
し
ぶ
り
に
病
棟
勤

務
と
な
り
、
三
交
代
や
仕

事
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

職
場
の
皆
さ
ん
の
指
導
や

援
助
を
受
け
な
が
ら
働
い

て
い
ま
す
。

　

趣
味
の
活
動
と
し
て
、
久

手
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

の
コ
ー
ラ
ス
に
参
加
し
た

り
、
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し

て
、
音
楽
会
や
イ
ベ
ン
ト
に

出
か
け
た
り
し
て
楽
し
み
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
波
根
海
岸
で
開

か
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

や
心
温
ま
る
作
品
が
出
品
さ

れ
て
い
た
文
化
祭
な
ど
、
少

し
で
す
が
地
域
の
行
事
に
も

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
行

事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
な

ど
、
生
活
の
輪
を
広
げ
、
新

し
い
ふ
る
さ
と
創
り
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
息
子
た
ち
が
生
ま

れ
育
っ
た
名
古
屋
も
、
私
に

と
っ
て
も
大
切
な
ふ
る
さ
と

で
す
。

　

島
根
県
・
大
田
市
に
住
ん

で
い
て
も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
名
所
な
ど
多
く
あ
り
ま

す
。
ふ
る
さ
と
を
歩
き
な
が

ら
、
新
し
い
発
見
や
情
報
を

島
根
か
ら
名
古
屋
へ
発
信
し

た
り
、
交
流
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

『
ふ
る
さ
と
、
島
根
に
帰
っ
て
』

加
　
藤
　
正
　
子

立
たて

神
がみ

岩
いわ

と立
たて

神
がみ

島
しま

（波根町）
「続いていたと思われる島が離れていても、歴史を示す地層は続
いているように見え、家族の絆と静岡（浜松市）で漁師として働
く長男の海の安全を祈ってるんです」と正子さん

左から加藤春
はる
樹
き
さん（次男・2１歳）、正

まさ
子
こ
さん（５3歳）、江津市在

住の母親の大谷和
かず
子
こ
さん（78歳）、智

とも
昭
あき
さん（三男・2０歳）。市内

で寮生活中の智昭さんもいずれ一緒に住む予定

写真提供：㈱宝島社『いなか暮らしの本』



どがなかな大田市です　2013.2 6

【問】“三瓶山”国立公園指定50周年記念事業実行委員会 事務局（三瓶自然館サヒメル）　☎0854-86-0500）

　　

期
間
中
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
事
業
を
拡
充
す
る
ほ

か
、
な
つ
か
し
の
三
瓶
山
な
ど

を
紹
介
す
る
企
画
展
や
三
瓶
そ

ば
な
ど
の
食
の
祭
典
と
い
っ
た

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
！

　
◦
さ
ん
べ
花
火
大
会

　
（
三
瓶
東
の
原
）	

３
／
２

◦
三
瓶
フ
ェ
ア

　
（
モ
ン
ベ
ル
広
島
紙
屋
町
店

に
て
）	

２
／
16
～
３
／
３

土
日
限
定

◦
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル

　

春
の
企
画
展

　
「
未
来
に
つ
な
ぐ
三
瓶
の
自

然
・
隠
岐
の
自
然
」

	
	

３
／
16
～
５
／
19

◦
な
つ
か
し
の
三
瓶
写
真
展
・

絵
画
展	

（
大
田
市
民
会
館
）

	
	

５
／
６
～
18

◦
大
田
市
田
舎
体
験
ツ
ア
ー

　

桜
の
里
づ
く
り
応
援
ツ
ア
ー

	
	

５
／
12

　

田
植
え
体
験
ツ
ア
ー	

５
／
18

◦
三
瓶
山
紹
介
移
動
展

　

記
念
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
飾
る
「
さ
ん
べ
花
火

大
会
」
を
３
月
２
日
㈯
、
三
瓶
山
東
の
原
で
開
催

し
ま
す
。

　

当
日
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
屋
台
の
出
店
も

あ
り
ま
す
。
花
火
の
ス
タ
ー
ト
は
夜
７
時
か
ら
！

３
千
発
の
花
火
が
夜
空
を
飾
り
ま
す
。

　平成25年、三瓶山は大山隠
岐国立公園に指定されて50周
年を迎えます。
　これを契機に、三瓶山の豊
かな自然環境を次世代へ継承
するとともに、三瓶山の価値
や魅力を全国に発信し、たく
さんの方々に訪れていただけ
るような『三瓶山国立公園指
定50周年記念事業』を展開し
ます。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

さ
ん
べ
花
火
大
会

　

三
瓶
山
は
、
昭
和
38
年
４
月
10
日
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
間
も
な
く
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
①
三

瓶
山
の
存
在
価
値
を
再
確
認
す
る
②
三
瓶
山
の

自
然
を
守
り
育
て
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
③
三

瓶
山
周
辺
の
地
域
資
源
の
更
な
る
活
用
を
図
る
、

を
基
本
方
針
と
し
、「
自
然
環
境
の
保
護
・
継
承
」

「
地
域
振
興
」「
観
光
振
興
」
に
つ
な
が
る
事
業

を
約
１
年
間
、
展
開
し
ま
す
。

浮布の池と三瓶山
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【問】“三瓶山”国立公園指定50周年記念事業実行委員会 事務局（三瓶自然館サヒメル）　☎0854-86-0500）

　
（
浜
田
会
場
）	

６
／
１
～
12

　
（
松
江
会
場
）	

６
／
15
～
23

◦
第
68
期
本
因
坊
戦
第
１
局

　
（
四
季
の
宿
さ
ひ
め
野
）

	
	

５
／
16
・
17

◦
三
瓶
高
原

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会	

	
	

８
／
18

◦
記
念
式
典	

９
月
中
旬

◦
ぐ
る
っ
と
三
瓶
く
に
び
き

ウ
ォ
ー
ク

◦
さ
ん
べ
秋
の
収
穫
祭（
仮
称
）

　
※
開
催
日
、
場
所
等
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。　

　

現
在
、
作
成
中
の
イ
ベ
ン
ト

ガ
イ
ド
な
ど
で
詳
し
く
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
50
周
年
記
念
冊
子
を

作
成
す
る
な
ど
、
未
来
に
つ
な

が
る
事
業
も
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

　昭和11年２月１日大山国立公園と
して指定され、昭和38年４月10日
に隠岐島、島根半島、三瓶山及び蒜
山地域の区域拡張を伴い、大山隠岐
国立公園に改称されました。
　その後、平成14年３月26日に毛

け

無
なしがせん

山区域が拡張され、現在に至って
います。
　鳥取県、島根県、岡山県にまたが
る変化に富んだ景観を持つ国立公園
です。

　記念事業を展開するにあたり、16
団体で実行委員会を設立しました。
三瓶の価値と魅力を全国に発信し、
50周年を盛り上げていきます。
・環境省・島根県・国立三瓶青少年
交流の家・しまね自然と環境財団・
大田商工会議所・大田市観光協会・
三瓶まちづくり委員会・大田の自然
を守る会・緑と水の連絡会議・石見
銀山テレビ放送・飯南町・美郷町・
大田市及び各教育委員会

実行委員会を設立

（大山隠岐国立公園）

ぐるっと三瓶くにびきウォーク

昭和30年代の三瓶町池田から見た三瓶山

昭和30年代の三瓶西の原

豆 知 識

50周年記念
マスコットキャラクター

『テンピー』
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松
島　

弘ひ
ろ

之ゆ
き　

さ
ん
（
60
代
）

大
阪
府
柏
原
市
か
ら

タ
ー
ン

　

定
年
後
に
描
い
て
い
た
田
舎

暮
ら
し
に
向
け
て
、
住
ま
い
を

捜
し
て
い
た
。
大
田
市
に
こ
だ

わ
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
た

ま
た
ま
理
想
と
す
る
家
が
見
つ

か
っ
た
。

　

大
田
市
は
、
世
界
遺
産
・
国

立
公
園
・
温
泉
な
ど
何
で
も
あ

る
素
晴
ら
し
い
町
だ
と
思
う
。

清き
よ

川か
わ　

忠た
だ

男お
　

さ
ん
（
60
代
）

兵
庫
県
神
戸
市
か
ら

タ
ー
ン

　

都
会
は
知
ら
な
い
人
ば
か
り
、

田
舎
は
誰
か
ら
で
も
声
掛
け
ら

れ
親
し
み
が
あ
る
の
が
い
い
。

梶
谷
美み

由ゆ

紀き
　

さ
ん
（
40
代
）

東
京
都
港
区
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

　

20
年
間
東
京
で
暮
ら
し
て
、

田
舎
へ
戻
る
な
ん
て
考
え
て
い

な
か
っ
た
。
震
災
以
降
、
子
ど

も
の
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、
帰
省

し
て
回
復
し
た
の
が
き
っ
か
け

と
な
る
。
３
人
の
子
ど
も
と
Ｕ

タ
ー
ン
。
夫
と
は
別
居
生
活
だ

が
、
自
然
の
中
で
の
子
育
て
は

最
高
。
地
元
の
方
々
の
厚
い
手

助
け
に
感
謝
し
て
い
る
。

　

関
東
に
は
、
同
じ
境
遇
で
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
は
多
い
の

で
、
そ
れ
が
定
住
に
結
び
つ
い

て
く
る
と
い
い
。

中
山　

義よ
し

規の
り　

さ
ん
（
30
代
）

　
　

は
る
か　
さ
ん
（
30
代
）

出
雲
市
か
ら
Ｉ
タ
ー
ン

　

青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
の
活

動
で
海
外
経
験
が
長
か
っ
た
。

と
に
か
く
人
が
居
な
く
て
農
地

が
あ
る
こ
と
が
条
件
で
物
件
を

探
し
た
。
人
が
住
め
そ
う
で
な

い
物
件
を
購
入
、
薪
や
湧
水
で

中
村　

典の
り

子こ
　

さ
ん
（
40
代
）

大
阪
市
か
ら

タ
ー
ン

　

15
年
前
に
温
泉
津
町
へ
陶
芸

の
勉
強
で
Ｉ
タ
ー
ン
。
埼
玉
か

ら
桜
江
町
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
い

た
夫
と
出
会
い
、
住
む
家
を
探

し
て
い
る
う
ち
、
三
瓶
の
方
か

ら
現
在
の
家
を
紹
介
さ
れ
た
。

定
住
支
援
策
の
な
か
っ
た
頃

だ
っ
た
け
ど
、
縁
の
な
い
土
地

で
色
々
な
人
の
繋
が
り
が
で
き

て
く
る
こ
と
が
嬉
し
い
。

海か
い

藤と
う　

晃あ
き

弘ひ
ろ　

さ
ん
（
30
代
）

　
　

由ゆ

美み

子こ
　

さ
ん
（
30
代
）

千
葉
県
柏
市
か
ら

タ
ー
ン

　

震
災
以
降
、
田
舎
へ
の
移
住

を
考
え
た
。
地
震
や
災
害
の
少

な
い
島
根
県
へ
の
関
心
、
神
様

も
居
る
。
水
道
水
で
は
な
く
、

自
然
の
水
が
出
る
場
所
。
三
瓶

の
自
然
、
人
柄
に
気
持
ち
が
楽

に
な
っ
た
。

　

妻
は
、
地
元
さ
ん
べ
女
子
会

で
の
野
菜
栽
培
や
活
動
に
参

加
。
自
給
自
足
と
生
ま
れ
て
く

る
子
ど
も
を
育
て
る
に
は
最
適

　

近
年
、
Ｕ

タ
ー
ン
者
の
ニ
ー
ズ
は
複
雑
化
・
多
様
化
し
、
定
住

先
を
決
め
る
理
由
や
こ
だ
わ
り
は
千
差
万
別
で
す
。

　

大
田
市
で
は
、
特
に
三
瓶
地
域
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
増
え
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
や
受
入
れ
体
制
も
整
い
、

良
好
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
の
定
住
対
策
に
向
け
て
、
地
域
や
行
政
関

係
者
が
参
加
し
て
、
Ｕ

タ
ー
ン
者
を
囲
ん
で
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
の
で
、
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

理
想
の
家
が
三
瓶
に
あ
っ
た

都
会
よ
り
田
舎
人
間
関
係
が
癒
し

震
災
で
人
生
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
た

ガ
ス
や
水
道
の
無
い
自
然
流
を
満
喫

縁
の
無
い
土
地
で
広
が
る
繋
が
り

自
然
の
中
で
気
持
ち
の
良
い
生
活

定
住
者
を
囲
ん
で
三
瓶
地
域
で
意
見
交
換
会

▶
近
年
、
大
田
市
三
瓶
地
域
へ
Ｕ

タ
ー
ン
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
内
、
６
家
族

８
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
開
催
さ
れ

た
意
見
交
換
会
。

　

移
住
の
ス
タ
イ
ル
は
年
齢
や
家
族
構

成
、
人
生
の
価
値
観
や
考
え
方
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
様
々
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
今
後
も
地
域
一
体
と
な
っ
た

定
住
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

▲思わぬ雪との戦いは辛
い、地元はそれを楽しむこ
とも生活の一部と言われ、
驚いている松島さん

　

趣
味
の
写
真
か
ら
コ
レ
ク

タ
ー
品
が
増
え
、
そ
の
展
示
が

兼
ね
ら
れ
る
物
件
と
、
老
後
は

田
舎
暮
ら
し
の
夢
の
実
現
の
た

め
物
件
を
探
し
て
い
た
。
空
気

の
良
い
田
舎
へ
住
ん
で
持
病
の

ア
レ
ル
ギ
ー
が
治
っ
た
。

の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
贅
沢

な
生
活
か
ら
脱
却
。
信
じ
ら
れ

な
い
く
ら
い
質
素
で
自
然
な
生

活
は
何
物
に
も
か
え
ら
れ
な
い
。

な
場
所
。

▶
妻
の
は
る
か
さ
ん
は
広
島
県
出
身
。

脱
サ
ラ
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
美

郷
町
へ
移
住
。
価
値
観
が
同
じ
義
規
さ

ん
と
偶
然
に
出
会
い
結
婚
。
と
て
も
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と
、
中

山
さ
ん
は
言
う
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シリーズ石見銀山㉓　昔からある通り

ちょんぼし語録⑮
夫：えらい底冷えするのぉ。スースーしてやれんが。

妻：ほんにな。今晩、雪がふーかもしれんね。

夫：朝間、車の雪おろさんといけんかもしれんのぉ。

妻：今日は、はぁー風呂入って、ぬくもって寝よや。

夫：熱っ！　湯が熱すぎーが！　うべんと入れんが。

妻：今晩はごうげにさむーなるてて、テレビでゆうとった

けー、ちーとあつうしとっただに。

夫：そがだかな。ほんならゆうてかしてごせばいかっただ

に…あつうてたまげたがー。

妻：何ゆうとるだかな。子どもじゃないだけー、入る前に

湯加減みーりゃーいいだに。

【対訳】

夫：すごく底冷えがするね。スースーしてしかたないよ。

妻：本当に。今夜は雪が降るかもしれないわね。

夫：明日の朝、車の雪おろしをしないといけないかもね。

妻：今日はもう風呂に入って、暖まって寝ましょうよ。

夫：熱っ！　お湯が熱すぎるよ！　水を足さないと入れな

いじゃないか。

妻：今晩はすごく寒くなるってテレビで言っていたから、

少し熱めにしておいたのよ。

夫：そうなんだ。なら言ってくれればよかったのに…熱く

てびっくりしたじゃないか。

妻：何を言っているの。子どもじゃないんだから、入る前

に湯加減みればいいじゃないの。

　大森の町並みを歩くと、こんなもの（右の写真）を見
ることができます。家の基礎に、金属の輪がついていま
す。もう一枚は、延石をくりぬいたものです。素材は違
いますが、いずれも同じように使われたもの。
　「駒とめ」「駒つなぎ」などと呼ばれる、馬や牛を繋ぎ
とめたものです。町なかで荷物の上げ下ろしをするとき
や、牛馬から目を離すときに使われていたと考えられて
います。
　銀山の中心部である仙ノ山や大森の町並みの発掘調査
では、江戸時代の道が何層にも重なって見つかることが
あります。町なかの道は、江戸時代の初め頃から石や採
掘で出た石くずを混ぜて土をつき固め、人や牛馬が歩き
やすいように、整備や補修を繰り返していました。道の
両側には溝がつき、道路の水はけが良くなるようにして
います。大森の町並みでは、現在使われているアスファ
ルトの道の真下に、このような道が埋もれています。
　現代では、移動や荷物の運搬には車が使われているも
のの、昔からある道、建物にさりげなく残る駒つなぎは、400年前の人々も同じように通りを利
用していたことを教えてくれます。
　石と土でつき固められた道の上を往来する人々。小春日和の青空の下、荷物を乗せたまま、通
りにつながれてのんびり主人を待つ牛の姿。そんな風景を想像しながら、春を待つ石見銀山を歩
いてみるのも楽しいですよ。

【問】石見銀山世界遺産センター　☎0854-89-0183　　ホームページ　http://ginzan.city.ohda.lg.jp/

　立春をすぎても、思いがけなく寒さがやってくることもありますね。三寒四温、そうこうして
いるうちに春の芽吹きが皆さんに届くことでしょう。
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★桜の里づくり応援ツアー
期日　５月12日㈰
場所　三瓶町志学上山
参加料　5,000円

（小学生2,500円、幼児無料）
5,000本の桜の下草刈り体験や
山菜採り、三瓶温泉などをお楽
しみいただきます。

★国立公園「三瓶山」で米作り
期日　５月18日㈯
場所　三瓶町池田
参加料　5,000円

（小学生2,500円、幼児無料）
田植え体験や山菜採り、三瓶温
泉などをお楽しみいただきま
す。９月には稲刈り体験ツアー
も予定しています。

期日　４月下旬
場所　三瓶山西の原
登山シーズンを迎える三瓶
山。登山の安全を祈念し、自
然と人間の結びつきを高める
ため、三瓶山山開きが行われ
ます。普段登るきっかけがな
い方もこの機会に三瓶登山し
てみませんか。

【問】　大田市役所観光振興課
☎0854-82-1600（内線249）

三瓶山山開き

期日　５月11日㈯予定
場所　温泉津町西田地区の水田
恒例の幻の酒米“亀の尾”の田植
えを行います。
世界遺産石見銀山遺跡の「銀山
街道」、温泉津町西田集落「よ
ずくの里」、棚田が残る風景の
中で、まさに全国でここだけの
取り組みです。
飛び入りも大歓迎ですよ！

【問】　若林酒造㈲
☎0855-65-2007田舎体験ツアー　※広島発着送迎　日帰りバスツアー　お土産付き

期日　５月12日㈰　
場所　受付、スタート・ゴールは
　　　久手海水浴場（大田市）
参加費　 8,000円　　
※事前申込が必要です。
石見地方の絶好
のロケーション
の「石見山塊往
還 コ ー ス（200
㎞）」などを駆
ける、自然と一体に、そして石
見の歴史文化を体感するサイク
リングイベントです。

【問】　NPO法人サイクリストビュー
☎0852-21-3920

石見グランフォンド2013

みんな
！　待っとるでな～

【問】　大田市役所まちづくり推進課　☎0854-82-1600（内線211）

酒仙蔵人・五郎之会
酒米（亀の尾）の田植え
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おおだ情報ＢＯＸ
期日　３月２日㈯
　　　荒天の場合は３月３日㈰
　　　（花火は19時～）
場所　三瓶山東の原
昨年に続き２回目となる今回
は、3,000発の花火が三瓶の夜
空に広がります。会場では、楽
しいイベントもあります！

【問】　三瓶自然館サヒメル
☎0854-86-0500

日時　３月17日㈰　９時30分～
場所　池田小中学校
今年度末で66年の歴史を閉じる
池田中学校で閉校式が行われま
す。「ありがとう池田中学校・
霊峰さんべ」と題したイベント
では、記念碑の除幕式、池田小
田植えばやし、24年度池田中卒
業生による琴演奏と合唱、さわ
らびシンフォニックバンドの演
奏などが予定されています。

【問】　池田まちづくりセンター
☎0854-83-2168

さんべ花火大会

期日　３月17日㈰　
場所　石見銀山公園
坑夫たちを鉱山病から守った
梅。今でも大森には梅の木がた
くさんあります。春の到来を告
げる梅の花が見頃を迎えるな
か、イベントが行われます。

【問】　大田市観光協会
☎0854-89-9090

梅まつり
期日　３月20日（水・祝）、21日㈭
場所　大田市駅通りなど
季節の変わり目の彼岸にお寺の
縁日に境内で物々交換をしたの
が「市」の始まりで、400年以
上の歴史を持つ大田市の伝統行
事です。現在では、植木市など
約1.5㎞にわたって、約250の露
店が並びます。

【問】　大田商工会議所
☎0854-82-0765

春の彼岸市「中日つぁん」

期日　３月23日㈯　
場所　三瓶山西の原
三瓶山の防火対策と草原の維持
再生を目的に毎年この時期に行
われています。大草原に立ち上が
る炎は見る者を圧倒し必見です。
※見学自由

【問】　大田市役所農林水産課
☎0854-82-1600（内線251）

三瓶山西の原火入れ

日時　３月17日㈰　13時30分～
場所　富山小学校体育館
今年度末で閉校となる富山小学
校で閉校式が行われます。

「ありがとう富山小学校」と題
したイベントでは、町民卒業生
代表による「小学校の思い出」
の話や、富山小学校と大田二中
吹奏楽部による発表や記念碑序
幕などが予定されています。

【問】　富山まちづくりセンター
☎0854-88-0001

富山小学校閉校式・
記念イベント

池田中学校閉校式・
記念イベント

全国　１０５／８６５位
１0，3１0ポイント獲得！

竹腰市長と『らとちゃん』

　石見銀山世界遺産登録５周年事業で生まれた『らとちゃん』は、
平成24年12月24日、観光まちづくりキャンペーン終了に併せ、大田
市マスコットキャラクターになりました！！
　大田が大好き！『らとちゃん』は、これからも頭に揺れる小さな
炎で、人々の心や地域の未来に明かりを灯し続けながら、県内外へ
大田市のＰＲもドン！ドン！していきますので、応援よろしくお願
いします。

～お礼～
　昨年、11月25日に発表されました
「ゆるキャラグランプリ2012」では、
たくさんの方々の応援をいただきまし
た。本当にありがとうございました。 温泉津町福光で採れる福光石を

使った「らとちゃん」の石像

『らとちゃん』大田市マスコットキャラクターに！！『らとちゃん』大田市マスコットキャラクターに！！



　表紙は昭和35年頃の久手港で、めのは（ワカメ）干しの
作業をしている写真です。この写真は、久手町寺前自治会
の渡邊好

よし

子
こ

さん（78歳）に提供していただきました。また、
久手町仕明自治会の森井晃

こう

一
いち

さん（81歳）に当時の話を聞
かせていただきました。久手港の西側は、現在では護岸と
道路になっていますが、当時は砂浜が広がっていました。
　めのは刈りは４月中旬から５月下旬まで行われ、近海で
刈り取られためのはは、真水につけて塩分を落とし、砂浜
に並べた簀

す

（竹やあし等を粗く編んだもの）で半日天日乾
燥させました。乾燥しためのはは、適当な大きさに切り揃
えられて、久手港の市場に出荷されました。
　めのは干しは、当時の久手町の春の風物詩であり、めのはは初夏の食べ物として家庭の食卓を飾りました。
　現在、久手港ではめのは干しの光景を見ることはできませんが、毎年８月４日に港まつりが開催され、花火
の打ち上げや多くの屋台や人でにぎわいを見せています。光景は違っても、今も活気を見せています。

この情報誌は定住促進を目的に発行しています。
発行／大田市役所総務部まちづくり推進課　TEL：0854-82-1600　FAX：0854-82-5885

〒694－0064　島根県大田市大田町大田ロ1111番地　E-mail：o-matidukuri@iwamigin.jp　http://www.city.ohda.lg.jp/
“おおだ”の定住サイト「どがどが」　 http://www.teiju-ohda.jp/ どがどが 検索

　宅野港の沖合に浮かぶ３つの無人島は、
韓
から

島
しま

・麦
むぎ

島
しま

（無木島）・逢
おお

島
しま

と呼ばれてい
ます。中でもいちばん大きな韓島には、本
土側の平場に休憩所があり、中腹には韓島
神社があります。
　毎年、年に１回海水浴シーズンや韓島祭
前の７月上旬に、宅野からしま会（会長
高橋和也さん）、地元漁師のみなさんや有
志の方々が島に渡り、草刈りやゴミ拾いなど

の清掃活動を実施されています。
　また、韓島はさまざまな伝承を
持つ島でもあり、その一部をご紹
介します。

（参考）　「歩いてみませんか宅野散策ガイド」
　　　　「仁摩町誌」

あの頃～久手港のめのは干しの風景（昭和３５年・久手町）～

韓
から

島
しま

（仁摩町宅野）

港まつりでの久手小学校鼓笛隊の演奏

清掃活動の様子

韓島の古伝承
・素

す さ の お の

戔鳴尊
みこと

が新
し ら ぎ

羅より、五
い た け る の

十猛命
みこと

や、大
おお

屋
や

津
つ

姫
ひめの

命
みこと

、抓
つま

津
づ

姫
ひめの

命
みこと

を連
れて韓島に立ち寄られ、韓島の洞窟で濡れた衣を着替えられた
後に、五十猛の大浦港に上陸されたと言われている。

・大
おお

国
くに

主
ぬしのみこと

命が高
こう

麗
らい

からの帰途、韓島にお着きになり、大国の松の下
で雨宿りをされた。（大国地区八千矛山大國主神社の由来）

　以後、韓の国へ渡るときの日本側の発着地となった処でもある。
・室町時代、銀山発見の父神

かみ

屋
や

寿
じゅ

貞
てい

が韓島沖を航行中、南の方角に
光るものを見たのが石見銀山を発見するきっかけになった。

ふるさとは今

石見交通バス（大田・江津線）の「宅野港前」バス停。ＪＲ仁万駅から車で５分。
詳しくは、宅野まちづくりセンター（☎0854-88-9511）まで

韓島近く(宅野港)までの行き方


